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「アルディーノ」を活用したプログラミング教育の実施
－親と子の理科教室におけるプログラミング教育－

北海道立教育研究所附属理科教育センター 浅野 寿紀

［キーワード］ プログラミング教育 プログラミング的思考 アルディーノ

親と子との理科教室

１ はじめに

当センターでは，道内の小学生を対

象に，親と子の触れ合いの中で，身近

な素材を生かした実験や観察に親しみ

ながら，理科に対する興味・関心をよ

り一層高めることを目的とした「親と

子の理科教室」を夏季と冬季に行って

いる。

平成32年度から小学校理科第６学年

「電気の利用」の単元において導入さ

れるプログラミング教育に向け，当セ

ンターで教材化の検討を行っている「ア

ルディーノ」 を活用した理科教室を実

施したので報告する。

２ 「アルディーノ」について

「アルディーノ」は，「オープンソー

スハードウェア」の考えで作られた小

さなコンピュータであり，指示が書か

れたブロックを動かしながら視覚的に

プログラミングを行うことが可能であ

る（図１）。

図１ 視覚的なプログラム

小学校段階におけるプログラミング

教育は図２のような，コーディング（プ

ログラム言語を用いた記述方法）を覚

えることを目的としていないことから，

有効な教材であると考えられる。

図２ コーディング

また，外部電源と接続する端子があ

り，コンデンサーと接続したりＵＳＢ

を介してモバイルバッテリーと接続し

たりして，蓄えた電気によって稼働さ

せることも可能である。「親と子の理科

教室」では，「アルデーノ」とＬＥＤ（赤，

黄，緑），距離（超音波）センサーを接

続した教材を使用した（図３）。

図３ アルディーノ，ＬＥＤ及び距離センサーとの接続

３ 理科教室の展開例について

理科教室の展開については，第６学

年「電気の利用」で学習する内容を基

に構築するとともに，プログラミング

的思考について理解を深めることがで

きるようにした。

ＬＥＤ

距離（超音波）
センサー外部電源接端子

(1) 事前準備

はじめに，赤と緑のＬＥＤが点滅す

るプログラムによって制御されている

「アルディーノ」を示し，プログラミ

ングを実行すると，どのような現象が

見られるのかを子どもたちに示すため，

赤と緑のＬＥＤを点滅させるプログラ

ムを「アルディーノ」に記憶させてお

いた。

(2) アルディーノの起動

プログラムによって動くことを確認す

るため，パソコンと「アルディーノ」を

ＵＳＢケーブルで接続して起動させ，赤

と緑のＬＥＤが点滅する現象を示した。

(3) 簡単なプログラムの作成

赤と緑が点滅する現象から，｢残りの

黄色のＬＥＤだけ点灯させる｣いう課題

を設定し，簡単なプログラミングを指導

した。この段階で使用するプログラムは

図４に示した通りで，参加した子どもは

容易にプログラムを作成し，点灯させる

ことができていた。

図４ 黄色ＬＥＤを点灯させるプログラム

(4) 新たな課題の設定と疑問の創出

黄色のＬＥＤを点灯させた後は，｢黄

色のＬＥＤを点滅させる｣という新たな

課題を設定し，子ども達に取り組ませ

た。子ども達は，点滅は点灯→消灯→

点灯→・・の繰り返しであるに気付き，
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図５のようなプログラムを保護者と意

見を交流しながら作成し，課題に取り

組んでいた。

図５ ＬＥＤを点滅させる不完全なプログラム

図５のプログラムは，点灯と消灯が

継続して繰り返されるプログラムであ

るが，このプログラムではＬＥＤは点

灯したままの状態となる。そこで，ど

うして点灯したままの状態になってし

まうのか疑問をもたせるようにした。

(5) プログラミング的思考の育成

プログラミング的思考とは，図６で

示した力であり，プログラミング教育

で育む資質・能力である【知識・技能】，

【思考力，判断力，表現力等】，【学びに

向かう力，人間性等】の３つの柱のう

ち，【思考力，判断力，表現力等】に該

当するものである。

プログラミング的思考を育むため，

点滅するはずのＬＥＤがなぜ点灯しな

いのか十分に考えさせる時間を取り思

考させた。思考の結果，子ども達は，

点灯と消灯が短時間に繰り返し行われ

ているため，点滅として認識できない

のではないかと仮説を設定することが

できた。その後，時間（点灯・消灯さ

せる時間）を指定するプログラム(図７)

が必要であることを指導し，プログラ

ムの組み合わせを考えさせた。

図７ 動きの時間を指定するプログラム

図８は子ども達が仮説を基に考えて

組み合わせたプログラムであり，この

プログラムによってＬＥＤは点滅する

ようになる。なお，図８の「ＨＩＧ

Ｈ」は点灯を，「ＬＯＷ」は消灯を

命令するプログラムである。

図８ ＬＥＤを点滅させる完全なプログラム

一連のプログラムの方法や考え方を指

導した後，赤・黄・緑のＬＥＤを信号機

に見立てて再現させる課題や，距離セン

サーとの関連を用い発展的なプログラミ

ングに取り組ませながら，発展的な課題

に取り組ませ，論理的に考えていく力を

育成した。

(6) 理科の学習とのつながり

プログラミングと理科の学習のつな

がりについて，手回し発電機を用いて

コンデンサーに蓄電させ，コンデンサ

ーによって｢アルディーノ｣を起動し，

電気の有効利用について考えさせる学

習を取り上げ，理科との関連を説明し

た。

(7) 教材の紹介

講座の終盤では，保護者から家庭に

おいても引き続き取り組ませたるため

本講座で使用した教材についての質問

があった。そのため，入手方法や価格，

接続方法等の説明を行い，家庭でも再

現して取り組めるようにした。

４ 成果と課題

参加者のアンケートをもとに，本教

室の成果と課題をまとめると，次のよ

うになる。

成果

○子ども達が，プログラミングのよさ

や問題を解決する楽しさに気付きな

がら，自らプログラミングを行って

いた。

○保護者が，プログラミング教育が導

入された経緯や理科での取り扱いに

ついて理解するきっかけをつくるこ

とができた。

課題

○学習課題によって，難易度が大きく

変わるため，ＬＥＤをどのように点

灯させるのか，各種センサーと連動

させるのか等，学習課題の設定に十

分配慮する必要がある。

５ おわりに

小学校理科におけるプログラミング

教育の推進に当たり，親と子の理科教

室の成果と課題を踏まえ，教材の改良

や開発をすすめていきたい。
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｢アルディーノ｣を活用したプログラミング教育の実施

自分が意図する一連の活動を実現するために，どのような動きの組み合わせが必要
であり，一つ一つの動きに対応した記号を，どのように組み合わせればいいのか，記
号の組み合わせをどのように改善していけば，より意図した活動に近づくのかといっ
たことを論理的に考えていく力。

図６ プログラミング的思考


